
たちばなの子
平成２０年２月２９日 橘小学校 N0 １３

梅のつぼみも日増しにふくらんできました。近づく春の足音を日に日に感じる今日
この頃です。今年度も残すところあとわずかとなりました。各学級では、自分の力で
解決する場面を大切にしながら、１年間の総まとめに向け、育ち合う仲間同士の絆を
さらに深めながら学習・取組を進めています。

教育活動の充実 ～２月の子ども達の姿～
子ども達は、４月から学び合う仲間と共に身に付けてきた自分・自分達の力を試すために、

いろんな人・事に積極的に働きかける活動を通してまとめの学習を行ってきました。

頼もしい お兄ちゃん、お姉ちゃんへと成長しましたよ １年生！
生活科の学習の一環として、来年入学してくる保育所の３８名の後輩達に、やさ

しく、頼もしい素敵なお兄ちゃん・お姉ちゃんぶりを発揮した１年生。

学校での勉強の様子を見せてあげたり、お店屋さ

んのマスターとして保育所のみなさんをお客にして

の素敵な接客の様子や、学校探検のエスコート姿か

ら、１年間の小学校生活で身に付けたたくましさを

一杯発揮することができました。こんなお兄ちゃん

・お姉ちゃんのおかげで、小学校に入学する日が益

々待ち遠しくなった保育所のみなさんでした。頼も

しい１年生です！

心の準備も着々と！
橘中学校の松田先生とＡＥＴのリ

ズ先生をゲストティーチャーとし

て、英語の授業を体験した６年生。

松田先生、リズ先生との英会話や、

二人ペアでの英会話と、今まで経験

したことのない授業リズムと内容に

対して、小学校で身に付けた真剣で

積極的な学習に向かう姿勢で、ほっ

こりいい顔をして、中学での授業に

備えての体

験をしまし

た。中学に

向けて、準

備万端です。

もう大丈夫！高学年への仲間入り！
京丹後警察署見学・

峰山消防署見学・ゲス
トティーチャーに本田
駐在所員さんを迎えて
の性教育・丹後園訪問
など、いろんな方にお
世話になり、様々な施

設で学習を進めてきた３年生。学校で身に付
けたことをしっかり試し、さらに自信を付け
ることができました。

各学年、１年間で身

に付けてきた様々な力

をしっかり試し、その

力に自信を持って次の

学年に進級する準備が

整ってきました。

３ 月 の 行 事 予 定
1 土 火災予防運動（～７日）

3 月 登校指導・委員会（最終）・体測(な・１・５年）

4 火 ３年ＰＴＡ選挙開始・体測（２・３・４年）

5 水 児童朝会・体測（６年）

6 木 ６年生を送る会

7 金 ２年ＰＴＡ選挙開始・児童総会

10 月 登校指導・クラブ（最終）

11 火 ＰＴＡ本部新旧引継会・１年ＰＴＡ選挙開始

12 水 学校朝会・通学班会

13 木 卒業式合同練習

14 金 安全点検日・橘中学校卒業式

17 月 卒業式全体練習

18 火 卒業式全体練習

19 水 登校指導・卒業式予行
給食終了・卒業式前日準備（午後：４．５年）

20 木 【春分の日】

21 金 平成１９年度卒業証書授与式

24 月 平成１９年度修了式・進級式

25 火 春季休業開始

入 賞 ・ 入 選 お め で と う
◎全国教育美術展
【佳作】 １５名
【府美展奨励賞】 ２名
◎青少年読書感想文
【佳作】 １名
【図書館教育部賞】 ５名
◎京都新聞書き初め展
【審査委員会賞】 １名
【銀賞】 ３名
【銅賞】 ４名
◎人権啓発ポスター
【優秀賞】３名
◎防火標語
【特選】 １名
【入選】 １名
【佳作】 ２名
◎安全啓発標語 ＊お断り
【最優秀賞】 １名 HP上では、プライバシー保護のため

受賞者の氏名掲載を控えさせていただ

きますので、ご理解宜しくお願いします。

４ 月 の 主 な 行 事 予 定
※離任式は４月１日か２日かのどちらか（検討中）
４月 ７日（月）平成２０年度始業式
４月 ８日（火）平成２０年度入学式
４月１７日（木）～１８日（金）修学旅行
４月２７日（日）ＰＴＡ総会・授業参観予定

確かに引き継ぎました児童会！
平成２０年

度前期児童会
の新役員が決
定しました。

橘小児童会
の良さを引き継ぎながら、新しい伝統づ
くりに向けての挑戦が始まりました。
【新役員紹介】
会 長:布平怜花 副会長:山本佳依
議 長:平田 涼 議 長:辻 新
書 記:東 昌吾 書 記:谷口明日華

さあ、締めくくりの３週間！この節目を 大切にしていこう！
（１）生活リズムを確立(時間の意識.優先順位を決める)させよう！

自分で早寝早起き、自分で時間割・持ち物準備、自分で宿題をすること

（２）しっかり足下を見つめさせ、目的を持ち続けさせよう！(うかれさせない)
現学年の学習を身に付けきること。曖昧にせず、諦めず最後までやり抜くこと

（３）頑張り続けた自分に自信を持って次の学年に向かわせよう！
そのために（１）（２）について、最後の最後まで励まし、支え続けきること


